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今月の行事 
02 日（日） 1 アトム共同保育園竣工式典 
 14：00～ アトム寄席こけら落とし 

08 日（土） 09：00～11：00 ひよこ懇談会 
12 日（水）      5 歳児遠足（雨天時→14 日） 
13 日（木）    交通安全教室 
16 日（日） 10：00～   つばさマジックショー 
18 日（火）    ５歳児 消防・庁舎見学 
21 日（金） 10：00～   お誕生日会 
 18：30～20：30   きりん懇談会 
28 日（金） 18：30～20：30   うさぎ懇談会 
29 日（土） 09：00～11：00   ぱんだ懇談会+試食会 

※27 日（金）は 18:30～全体職員会議です。早めのお迎え・家庭保育など 
ご協力の程、よろしくお願いします。 

※11 月から、関西医療大学、大阪健康福祉大学の学生が来ます。 

 新職員体制（11月～） 園児数 125名 職員 27名

1 

※11 月以降もつばさっ子・アトムっ子を閲覧したいという意見を 
保護者の方から頂きました。 
閲覧したい方は、つばさ・アトム両事務室に置いていますので、 
声を掛けて下さい。 

 つばさっ子

※パート職員の自己紹介コメントは来月号に掲載します。お楽しみに。 

クラス名 ひよこ りす うさぎ ぱんだ・ぶどう きりん・すいか ぞう・みかん

園児数 12人 16人 27人 22人 31人 17人

丸山　美奈子
中野　絢
南　和代

岡本　華奈
田倉　朋
森脇　智子
久保田　幸代

高木　雅
岡田　美穂

烏野佳恵
山本知輝

谷野則文

主任

フリー

給食室

延長保育

看護師

事務室

園長

担任

仲嶺真弓

（栄養士）　村井康平　　　　　（調理員）　鎌田　英里　　　　田中明美

内田　瞳

 　中川知子　　

大野　京子（担任兼任） 志賀教子

 一森すずえ

中条　礼子　　　堀内　由紀子　　　　石原　恵　　　　射場　梨沙

大野　京子
奥山　喜久美



 【11月、再スタートの時がきました！！】 

                                        仲嶺 真弓 

通勤路の街路樹が一挙に秋色に色づき始めました。季節が次へと進んでいることが目に見えてわかるように

なりました。11月からは、アトム新園舎の完成と共に、つばさ共同保育園の生活も本来の生活にもどり、新

入園児を迎え、新たな再スタートです。 4月から 7カ月間、人数の多さから駐車場が混雑しないようにと配

慮していただき、日常できなくなっていた何気ない立ち話も少しはできるように

なるのではないでしょうか。大人数の中、大きな怪我や事故もなく 7か月間を無

事過ごせたことは保護者の協力があってからこそできたことだと感謝しておりま

す。又、アトム再スタートにあたり、2度目の引っ越しのお手伝い、並びに家庭

での保育協力もありがとうございました。 

 

【大人のための懇談会（カンガルーの会主催）に参加して】 

10 月 5 日に開催された、大人のための懇談会に参加しました。私の感想は、アトムの歴史を先人 3 者（詳

しくは大人のための懇談会報告ページを見て下さい）の生の声を今現在保護者である人たちと聞けたことがと

ても意味深いものでした。そういう機会をありがとうございました。 会の後半にそれぞれの立場（つばさ保

護者、アトム保護者、職員）から今胸にある思いを出し合えたこと、共有できたことが何よりも嬉しく思いま

した。そして改めて今年度に入って職員が保護者間の潤滑油役になれていなかったことがリアルにわかりまし

た。職員が必死になり過ぎていることがよけいに保護者を遠ざけていることに繋がっていると気付かされまし

た。それは、職員だけではなく、園長である私にも言える事なのだろうと痛感しました。職員も保護者も格好

つけずに話せる関係でありたい、そうある為に自分は今何ができるか、そんな原点に帰れた大人のための懇談

会でした。  

10月 24日に子ども達のお別れ会をしたのですが、仲良くなった友達と別れるのが寂しいと泣いている子も

いました。この世に生まれてまだ数年しか経っていないけれど、3・4・5歳児の子ども達の表情を見て身体だ

けでなく心もしっかり育っていると感じました。出会いと別れを繰り返し、人は大きくなると私は思います。

心の揺れは、よくないように見えて、実はとても大切な体験でもあるように思います。心が揺れ動く体験があ

るから、考えるし感受性が育つのではないでしょうか。泣いている子どもたちに、「つばさ共同保育園もアト

ム共同保育園も“熊取”という同じ町にあるんやで。だから、いつでも又会えるし、一緒に遊ぼうな。」と声

をかけると、わずかにほっとした表情が見えました。そんな子どもたちの姿を見ながら自分に問いかけました。 

私たち大人はせっかくの出会いのチャンスをどれだけ意味あるものにできたのでしょうか。 子どもたちに見

習うべきことが沢山あるように思いました。 

【11月から新しくつばさに入園するお友だちです】 

クラス 名前 ふりがな 
 

クラス 名前 ふりがな 

0 歳児 辻村 海晟 つじむらかいせい 
 

2 歳児 金子 さくら かねこさくら 

0 歳児 森脇 大地 もりわきだいち 
 

2 歳児 毛尾 祐仁 けびゆうじん 

1 歳児 奥  廉心 おくれん 
 

2 歳児 菊池 杏 きくちあん 

1 歳児 下浦 朔矢 しもうらさくや 
 

2 歳児 本倉 美波 もとくらみなみ 

1 歳児 榎元 穂乃 えのもとほの 
 

3 歳児 甲斐 歩弥 かいほのや 

1 歳児 水野 颯人 みずのはやと 
 

4 歳児 金子 晴翔 かねこはると 

    
4 歳児 榎元 詩月 えのもとしづき 

    
4 歳児 山下 紗貴 やましたさき 

    
4 歳児 小陣 悠幹 こじんゆうき 

 

  



第 1回 大人のための懇談会を終えて 

きりん・すいか事務係 保手浜 

 10月 5日にカンガルーの会主催の第 1回大人のための懇談会

がありました。 

山本さん、おっこちゃん、木村さんをゲストに迎え、つばさ・アトムの

保護者と職員をあわせて 30名の参加がありました。参加してくださ

った皆様、本当にありがとうございました。 

前半はアトムの歴史を振り返り、後半は今の気持ちを率直に伝

える懇談会になりました。この企画の意図についてと、皆さんから頂

いた感想をふまえて私の感想を書かせてもらいたいと思います。 

＜企画の意図について＞ 

 つばさ保護者の「アトムについてもっと知りたい」という想いと、「不満はないのにもやっとする」といった心の中で感じていること。これら

をそのままにしてちゃダメだよね、じゃあどうしよう？というところから始まりました。カンガルーの会だからできる事ということで、普段あまり

話を聞くチャンスがない 3名を招待して話をしてもらうことと、3名にも一緒に今の気持ちを聞いてもらい、できるだけたくさんの人に一

緒に考えて欲しくてこの企画を考えました。つばさ共同保育園が開園し 3 年目、カンガルーの会が出来てたった 2 年で、こういう企

画をしたいと声が上がった事は、正直嬉しかったです。 

＜アトムについての振り返り＞ 

 山本さんに「アトム・つばさの歴史と思想」というテーマで講演をしていただき、改めてこれまでの経緯を振り返りました。おっこちゃん

からは「今保育で大切にしている事に至った話」をしてもらいました。 

 保育園の名前にも入っている「共同」という言葉に込められた真意、子どもが「ひと」として育つために必要なこととは何か？そして

私たち大人ができることは？つばさ共同保育園のホームページにも掲載されている理念について、つばさ・アトムがリスタートするこの

タイミングで、みんながもう一度考えるきっかけになっていれば嬉しい限りです。 

＜大人のための懇談会にて＞ 

 懇談会の一番の狙いは、「保育士さんに対してモヤモヤ感を感じている」と正直に伝えることでした。ただ気持ちを伝えられれば良

いと思っていたわけではなくて、もっと本音で語り合える関係になりたい、距離感をもう一歩縮めたいと思っているからこそ、モヤモヤし

ているという事を伝えたかったのです。 

保育士さんからも「本音で語り合える関係が大事だと思っている。日々そういう関係になれるよう努力している」といった感想を多

数頂きました。でも同時に、「なかなか自分を出せていない」といった感想もありました。 

 双方が同じことを願っているのに、どうして距離感が縮まらない、自分を出せないのでしょうか？おっこちゃんからは「ええかっこしい」

だからだ、という指摘をもらいました。私たちが感じた「媚びてる感じがする」というのも、 「他人から良く思われたい」という「ええかっこ

しい」に通じているように思います。 

 このおっこちゃんの「ええかっこしい」は、出席者にかなりインパクトを与えたようで、かなりたくさんの方が「あてはまる」と感想で書いて

くれていました。同時に「なかなか変えられない」との意見も複数ありました。こういう自分たちなんだと認識できて、お互いが同じ思い

なんだと伝えあえただけでも、今回の懇談会をした意義はあったと思います。 

＜これからのつばさに願うこと＞ 

 懇談会が終わってから、「アトムの思想は体験を通して引き継がれる」と山本さんさんは教えてくれました。確かに私自身も振り返

れば沢山の体験をしてきました。アトムに入園したての頃は、第一子とうまく向き合えなくて苦しんでいて、担任だったなかちゃんに毎

日沢山話を聞いてもらっていました。保護者仲間ができてからは、色々な話がとまらなくて徹夜してしまったこともありました。くまとり

子どもまつりで本気で戦隊ヒーローをやってみたり、随分やんちゃな事もしていました。いろいろな行事を一緒にしているうちに仲良く

なって子ども達のお泊りが始まり、それがきっかけとなって家族ぐるみの付き合いとなり、各家庭の距離がぐっと近くなったことを思い出

します。その頃の仲間は、今ではもう 10 年来の友となり、小学校を卒業し中学校になった今でも、子どもの成長を語り合える私に

山本さん →山本健慈会長理事 

おっこちゃん→市原悟子理事長 

木村さん →アトム共同保育園・つばさ共同保育園を 

育む会代表世話人 

なかちゃん→仲嶺つばさ共同保育園園長 

 



はなくてはならない存在になっています。 

そういう自分の体験があるからこそ、若手の保育士さんや新しい保護者の方には、いろんな体験をしてもらいたいと願っています。

思い切って誰かのお世話になってみてください。そして、また違う誰かのお世話をしてみてください。体験から感じる何かがきっとあると

思います。そして、長い子育てをともに歩んでいける、保育士・保護者という枠を超えた、かけがえのない子育て仲間を見つけてくだ

さい。卒園して、小学校に入って不安になっても、思春期でくじけそうになっても、近くに我が子を小さいころから理解してくれている

仲間がいるということは、何より心強いのです。 

 また、アンケートの中には現状認識として「保育園として成熟安定した今、昔のような問題解決をしながら密な関係を築けた頃と

は環境が違い過ぎる。」と、まとを得た意見もいただきました。本当にご指摘の通りで、だからこそ意識的に密な関係を築こうとする、

地道な努力が必要なのだと思っています。何気ない日常のなかでは、他人と関わることを意識しているかどうかで変わってくると思い

ます。そしてそれは、大人同士の関わりだけではなくて、我が子以外の子どもたちとの関わりも同じです。子どもたちにも積極的に関

わってあげてください。子どもは沢山の大人と関わることで、より人間らしく成長できるのです。 

子どもが「ひと」として育つために、大人が「大人」として育つために、それぞれが一歩を踏み出してほしいと願っています。 

＜最後に＞ 

是非心に留めておいてほしい一説があるので引用しておきます。山本さんの書かれた新聞記事の一説です。地域について書か

れていますが、これは人間関係を築く際の基本ルールのようなものだと思います。 

「地域は本来、価値観の対立のるつぼのようなところだ。住民が自由に学習して自由に発言し、対立する他者に敬意を払って合

意点を見つけることでしか、本当の絆は生まれないだろう。」 

 これからも、子ども達をとりまく大人同士に絆が生まれる保育園であり続けてほしい。そう願いを込めて、自分にできる事を自分な

りに地道に続けていきたいと思っています。 
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